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技術情報

電 波 吸 収 粒 子  
（導電性微粒子被覆セラミック球状粒子）
Electromagnetic Wave Absorbing Composite Particles

１．はじめに
　携帯電話の急速な普及でも明ら
かなように、通信手段の有線から
無線への移行は社会生活の利便性
向上に欠かすことができません。
　一方で、無線通信を支える電波
の利用は多くの通信障害や機器の
誤作動などを発生させるため、対
策のひとつとして電波吸収体が注
目されています。電波吸収体は、
携帯電話、パソコンなどの電子機
器の近傍界ノイズ対策や、TV、無
線通信、無線 LAN、ETC ゲート
などの通信障害対策、レーダーの
偽像対策、および電磁波評価設備
などに広く適用されています。こ
れら電波吸収体の多くはゴムや樹

脂にカーボン、金属などの吸収材
を複合させた材料やフェライト焼
結体からなるバルク体であり、耐
熱性が悪い、重量が大きい、複雑
形状への対応が難しいなどの課題
を持っています。
　この度、電波吸収体におけるこ
れらの問題を解決するべく『電波
吸収粒子（導電性微粒子被覆セラ
ミック球状粒子）』（図 1）を開発
しましたのでご紹介します。

２．電波吸収粒子について
　当社製品の高速遊星ボールミル
『ハイジー』ⅰ）の新規利用技術とし
て、コア粒子間、およびコア粒子
と容器間に生じる摩擦的作用によ

り、微粒子をコア粒子表面に付着
させる複合化技術を開発しました
（図 2-（a））。この技術を用いてこ
れまでの電波吸収体と全く異なる
球状粒子の適用を発想し、電波吸
収粒子（Type-A）の開発に至りま
した。
　さらに電波吸収粒子の量産化に
対応するため、アルミナなどのセ
ラミックス微粒子と導電性カーボ
ン微粒子からなるスラリーをスプ
レードライヤで噴霧、乾燥させ
て作製する方法も開発しました
（Type-B、図 2-（b））。
　これらの電波吸収粒子（Type-A、
B）をアクリル製などの容器に充填
することにより（図 3）、GHz 帯域

（a） Type–A (粒子径約100 ～ 500μm) （b） Type–B (粒子径約20 ～ 150μm)
図１　電波吸収粒子の外観

図 2　電波吸収粒子の作製方法

ⅰ）ハイジーは、当社の登録商標です。

（a） 遊星ミル法（Type-A）

：コア粒子…アルミナ、ムライトなどのセラミック材料
：導電性微粒子…カーボン、ITO（酸化インジウムスズ）など

ミルポットに材料充填 粒子完成遊星ミル処理（公転・自転）

（b） スプレードライヤ法（Type-B）

：コア粒子…アルミナ、粘土などのセラミック粉体
：導電性微粒子…カーボンなど

スラリー状態 粒子完成液滴

噴霧 乾燥
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で20dBを超える電波吸収性能を
発現することを確認しています。こ
の粒子充填型電波吸収体は充填層
厚さやカーボン添加量を変えること
により、周波数帯域や反射減衰量を
制御することも可能です（図4）。

３．電波吸収粒子の特徴
①�形状自由度が高い� �
任意の形状のセルに充填するだ
けで電波吸収体が構築できます。
②�耐熱性� �
粒子は無機材料のみで構成され
ており、耐熱性に優れています。
③�軽量性� �
フェライト焼結体に比べて軽量
です。

④�電波吸収体の中間材料としても
使用可能� �
樹脂、ゴムなどに混練するタイ
プの電波吸収体も開発中です。

４．おわりに
　今年度、電波吸収粒子を広くご
紹介することと、お客様のニーズ
を確認させて頂くことを目的とし
て、展示会への出展を実施致しま
した。その結果、多数の方々にご
来場頂き、電波吸収材料への関心
の高さを実感致しました。しかし
ながら、その適用箇所や吸収すべ
き周波数帯域などは非常に多岐に
亘るため、今後もお客様のご要望
や市場のニーズをさらに調査して

電波吸収粒子の技術シーズをニー
ズにマッチングさせるべく鋭意開
発を進めていく所存です。
　なお、電波吸収粒子の開発は、
（独）新エネルギー・産業技術総合
開発機構（NEDO）のイノベーショ
ン推進事業（平成 22年度）の助
成を受けて、国立大学法人名古屋
工業大学先進セラミックス研究セ
ンター（藤�正督教授・白井�孝准教
授）との共同研究体制で実施して
います。

お問合せ先：
　技術開発室  クリモト創造技術研究所

TEL 06-6686-3208

図 3　粒子充填型電波吸収体のサンプル
（アクリル製のセルに充填）

図 4 　粒子充填型電波吸収体の反射減衰量 （Type-B）

（b） カーボン添加量を変えた場合

（a） 粒子の充填厚さを変えた場合

測定条件：ダブルリッジホーンアンテナ（レンズアンテナ方式）による垂直入射
粒子組成：コア粒子—アルミナ、導電性微粒子—カーボン

KURIMOTO_TR62A_1.indd   59 12/12/10   11:10


